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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月11日(2012.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱回収蒸気発生装置中の触媒区域に最適な温度範囲を維持する方法であって、
　ガスタービンの排気流の第一部分を第一熱交換機の経路中に入れること、
　前記排気流の一つ以上の第二部分を分岐させ、前記第一熱交換機を回避させ、その際、
前記第一熱交換機の後で、前記第二部分を前記第一部分と組み合わせること、及び
　前記組み合わされた第一部分及び第二部分を触媒区域と接触させることを含んでなり、
　前記触媒区域が、
　一個以上の還元剤注入点と、
　一種以上のSCR触媒と、
　前記一種以上のSCR触媒の上流に、又は前記一個以上の還元剤注入点の下流に、配置さ
れた一種以上のＣＯ触媒とを備えてなる、方法。
【請求項２】
　前記触媒区域が、約７１５°Ｆ～約８１５°Ｆの温度を有してなり、
　前記第二部分の温度が前記組み合わされた第一部分及び第二部分の温度以上のものであ
る、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記組み合わされた第一部分及び第二部分を、前記触媒区域の下流に配置された第二熱
交換機と接触させることをさらに含んでなる、請求項１又は２に記載の方法。
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【請求項４】
　熱回収蒸気発生装置中の触媒区域に最適な温度範囲を維持する方法であって、
　ガスタービンの排気流の第一部分を第一熱交換機の経路中に入れること、
　前記排気流の一つ以上の第二部分を分岐させ、前記第一熱交換機を回避させ、かつ、前
記第二部分を一個以上の過熱器と接触させることを回避させ、その際、前記第一熱交換機
の後で、前記第二部分を前記第一部分と組み合わせること、及び
　前記組み合わされた第一部分及び第二部分を触媒区域と接触させることを含んでなり、
　前記触媒区域が、
　一個以上の還元剤注入点と、
　一種以上のSCR触媒とを備えてなる、方法。
【請求項５】
　前記触媒区域が、約７１５°Ｆ～約８１５°Ｆの温度を有してなり、
　前記第二部分の温度が前記組み合わされた第一部分及び第二部分の温度以上のものであ
る、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第一熱交換機の前で前記ガスタービンの排気流の第一部分の温度が、約８２５°Ｆ
～約１１００°Ｆである、請求項４又は５に記載の方法。
【請求項７】
　前記組み合わされた第一部分及び第二部分を、前記触媒区域の下流に配置された第二熱
交換機と接触させることをさらに含んでなる、請求項４～６の何れか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記触媒区域が、前記一種以上のSCR触媒の上流に配置された、一種以上のＣＯ触媒を
さらに備えてなる、請求項４～７の何れか一項に記載の方法。


	header
	written-amendment

